
連合総研「with/afterコロナの雇用・生活の
セーフティネットに関する調査研究委員会」
概要

•発足の趣旨

新型コロナウイルスの感染拡大が進むなかで、勤労者の生活が
どのような影響を受け、どのように変化しているかを明らかにし、
雇用や生活に関する今後の課題、社会像等を検討する。

•研究期間 ２０２１年１月～２２年１２月



玄田有史＋連合総研編
『セーフティネットと集団－新たなつながりを求めて』

（日経ＢＰ 日本経済新聞出版）
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本書の問いかけ

•雇用・生活の「セーフティネット」について、パンデミックへ
の対応を中心に制度や政策を検証し、改善に向けて提言する。

•感染拡大が明らかにした、社会における新たなつながりの必要
性と、そこから生じる「集団」のあり方を問う。



具体的な問い

•生活や雇用が不安定な個人ほどセーフティネットも脆弱である
という構造問題をいかに解決するか。何が足りないのか。

•多様性が分断や孤立を加速させないために、私たちは何ができ
るのか。そのための集団（フレンズ）とは？


